
分
に
批
判
を
加
へ
訂
正
し
て
や
る
や
う
に
し
π
ら
、
生
徒

の
想
像
力
、
判
漸
力
を
働
か
せ
る
こ
ご
が
出
企
て
、
試
験

前
の
詰
込
勉
強
を
さ
せ
る
よ
り
も
歴
兜
敷
授
の
効
力
が
多

い
こ
ご
＼
信
ず
る
。
こ
の
や
う
な
政
治
敷
育
の
材
料
こ
し

て
は
、
西
洋
近
世
史
が
最
も
適
し
て
お
る
。
近
世
の
國
史

に
つ
い
て
政
治
上
の
利
弊
を
論
ず
る
こ
ご
は
忌
避
せ
ね
ば

な
ら
ぬ
こ
ご
が
往
々
あ
る
が
、
西
洋
の
こ
ご
な
ら
轡
酌
も

入
ら
す
、
公
聴
の
判
断
も
出
來
る
も
の
で
あ
る
。
外
國
海

航
材
の
捨
て
が
π
い
所
は
亦
こ
の
黙
に
も
存
す
る
。
ギ
リ

シ
ャ
、
ロ
ー
マ
の
歴
史
の
如
き
も
亦
政
治
敷
育
の
好
材
料

で
あ
る
。
敷
授
の
時
間
の
鯨
裕
さ
へ
あ
ら
ば
激
へ
陀
が
よ

か
ら
う
。
サ
ー
乙
井
ル
リ
ヤ
ム
・
テ
ム
プ
ル

　
　
　
　
（
Q
Q
写
≦
三
㌶
ヨ
円
。
三
）
一
。
）

　
　
　
　
文
學
博
士
　
内
　
田
　
赤

門

サ
ー
・
ヰ
川
リ
ヤ
ム
・
プ
ム
プ
ル
し
。
搾
≦
響
き
回
↓
§
ド
ぎ

繭
弟
　
二
　
五
一
　
　
嚇
誠
　
｛
説
　
　
　
サ
茎
。
井
ル
リ
ヤ
ム
。
テ
ム
プ
ル

こ
い
ふ
名
の
人
は
二
人
あ
り
て
、
其
の
一
人
は
西
謄
一
五

五
五
年
ハ
我
が
弘
治
元
年
）
に
生
れ
、
　
一
ふ
ハ
ニ
七
年
（
我
が

寛
永
四
年
）
に
温
し
．
他
の
一
人
は
西
暦
一
六
二
八
年
へ
我

が
寛
永
五
年
）
に
生
れ
、
一
六
九
九
年
（
我
が
元
緑
十
二

年
）
に
嘱
せ
り
。
こ
の
二
人
の
關
係
を
見
る
に
、
正
に
第

一
の
ナ
ー
。
ヰ
川
ソ
ヤ
ム
ゑ
グ
ム
ブ
ル
が
残
せ
し
翌
年
に
第

二
の
ず
一
。
ヰ
川
フ
ヤ
ム
は
生
れ
し
事
に
し
て
、
も
し
此

の
二
人
を
混
じ
て
同
一
入
ご
見
る
に
重
て
は
、
恰
も
サ
ー
。

ヰ
ル
リ
ヤ
ム
・
プ
ム
プ
μ
は
百
四
十
五
年
の
長
壽
を
保
ち

し
か
の
如
く
思
は
る
べ
し
。
更
に
面
白
き
は
第
一
の
ヰ
川

リ
ヤ
ム
ニ
グ
ム
ブ
ル
は
数
へ
年
七
十
三
歳
、
第
二
の
ヰ
ル

リ
ヤ
ム
・
’
グ
ム
プ
ル
は
同
じ
く
七
十
二
歳
の
生
を
享
け
、

大
体
に
於
て
同
じ
位
の
壽
命
の
人
な
り
。
而
し
て
第
二
の

ヰ
ル
フ
卿
ム
・
タ
ム
ブ
〃
は
實
に
第
一
の
ヰ
ル
ソ
ヤ
ム
の

孫
に
當
れ
り
。

　
第
一
の
サ
ー
・
ヰ
川
リ
ャ
ム
ニ
グ
ム
ブ
川
も
相
當
に
該
ハ

の
名
を
知
ら
れ
元
る
人
に
て
、
ダ
ブ
リ
ン
の
ト
ソ
ニ
タ
イ

　
　
　
　
　
　
　
第
阻
塞
　
天
九
（
』
二
こ



第
二
巻
　
　
叢
　
設
　
　
サ
ー
愈
簿
ル
崎
ヤ
ム
⑪
ア
ム
プ
ル

1
。
カ
レ
ー
ジ
宰
互
ぐ
G
c
ご
O
讐
の
學
長
二
）
ぎ
く
O
纂
、
こ
し

て
功
績
あ
り
し
こ
ご
な
る
が
，
彼
れ
の
歪
な
る
第
二
の
ヰ

ル
リ
ヤ
ム
・
プ
ム
ブ
川
は
更
に
有
名
に
し
て
、
政
治
家
・

外
交
家
・
思
想
家
。
交
信
者
こ
し
て
知
ら
れ
、
特
に
外
交
史

上
著
名
の
人
な
り
。
而
し
て
予
が
断
言
は
ん
こ
す
る
は
專

ら
第
二
の
ヰ
ル
ヲ
ヤ
ム
に
關
し
て
な
り
。

　
先
年
予
英
気
に
滞
在
中
、
偶
々
此
の
人
の
全
集
を
求
め

得
て
、
其
の
要
る
部
分
を
譲
み
、
頗
る
載
興
を
畳
ね
、
何

時
か
、
更
に
十
分
磨
洗
す
る
機
具
も
が
な
ご
思
ひ
居
り
し

も
其
の
折
を
得
す
打
過
ぎ
し
が
、
最
近
に
至
り
漸
く
前
よ

り
は
少
し
く
精
密
に
彼
れ
の
署
述
の
或
る
も
の
を
閲
覧
す

る
こ
ご
を
得
π
り
。
依
っ
て
圭
こ
し
て
其
の
申
な
る
二
三

の
記
事
に
就
き
て
述
ぶ
る
所
あ
ら
ん
こ
す
。

　
先
づ
順
序
こ
し
て
彼
れ
の
経
歴
及
性
格
に
就
き
簡
軍
に

一
言
し
澱
く
べ
し
。
彼
れ
は
西
暦
｝
六
二
八
年
、
倫
敦
に

て
生
れ
た
り
、
即
ち
其
の
生
年
は
我
が
寛
永
五
年
に
し
て

支
那
に
於
て
は
朋
末
崇
顧
元
年
に
実
る
。
父
は
望
こ
○
ぎ

第
四
號

六
〇
（
六
＝
一
）

肩
2
副
三
。
ご
云
ひ
て
ア
イ
川
ラ
ン
ー
3
の
記
録
局
長
録
翼
負

（
）
h
二
δ
冬
）
影
の
職
を
奉
ぜ
り
Q
彼
れ
は
其
の
長
子
に
し

て
、
一
六
四
四
年
数
へ
年
に
て
十
七
歳
の
時
ケ
ム
ブ
リ
ッ

ヂ
大
學
睡
入
學
せ
し
が
、
別
に
学
位
を
求
む
る
事
を
せ
す

し
て
、
一
六
四
八
年
数
へ
年
二
十
一
歳
に
し
て
佛
上
諭
に

行
け
り
。
共
の
後
は
或
は
．
ハ
ソ
に
或
は
マ
ド
リ
ッ
ド
に
、

或
は
佛
蘭
－
西
の
テ
ン
。
マ
ー
ロ
誓
・
蜜
紘
。
に
或
は
白

耳
義
の
ブ
リ
ス
ク
ぜ
ル
に
滞
在
し
π
b
き
○
そ
の
初
め

佛
國
に
赴
く
途
中
、
彼
れ
は
ず
一
。
ゼ
ー
タ
ー
・
オ
ズ

ボ
ー
ン
ω
岸
℃
霧
巽
○
旨
○
導
。
及
其
の
子
息
拝
に
サ
ー
・

ピ
ー
タ
ー
の
娘
ド
饗
ー
シ
ー
　
U
。
δ
停
×
　
ご
選
慨
し
た

り
。
ア
イ
川
・
－
オ
フ
・
ブ
イ
ト
困
ω
げ
亀
≦
圃
窪
の
族
舎

に
於
て
オ
ズ
ボ
ー
ン
の
子
息
が
窓
硝
子
に
書
き
し
文
句
官

憲
の
忌
諦
に
鰯
れ
、
其
の
一
行
捕
へ
ら
れ
て
糺
さ
れ
し
時

に
、
娘
ド
白
玉
シ
ー
は
、
健
氣
に
も
彼
女
の
兄
弟
の
な
せ

し
行
爲
を
以
て
、
自
分
の
思
せ
し
事
な
り
ご
申
立
て
、
共

の
結
果
一
行
の
者
皆
答
を
受
く
る
事
な
く
し
て
鐸
放
せ



ら
れ
き
。
若
き
ヰ
〃
ヲ
ヤ
ム
は
1
3
ロ
ー
シ
｝
の
此
の
行
動
’

に
深
く
戚
じ
、
そ
れ
よ
り
愛
着
の
念
を
起
し
、
ド
ロ
ー
シ

了
も
ヰ
ル
リ
ャ
ム
を
慕
う
て
相
思
の
仲
こ
な
り
け
る
が
、

両
人
の
結
婚
は
支
障
あ
り
て
容
易
に
整
は
ざ
り
き
。
か
く

て
両
人
は
七
ケ
年
を
過
ご
せ
し
が
、
其
の
聞
に
1
3
ロ
ー
シ

ー
は
痘
瘡
に
罹
り
、
美
し
か
り
け
る
彼
の
女
の
顔
面
に
痘

痕
を
生
じ
π
る
も
、
し
か
も
ヰ
〃
ソ
ヤ
ム
の
愛
情
は
詰
め

に
些
か
の
熔
化
も
來
さ
す
、
終
に
両
人
の
結
婚
は
首
尾
能

く
相
懲
鎚
ふ
事
こ
な
れ
∵
9
0
ド
ロ
ー
シ
ー
即
ち
’
グ
ム
ブ
ル
夫

人
は
婦
徳
あ
り
て
竿
立
や
さ
し
く
、
温
良
に
し
て
、
し
か

も
非
常
の
霧
合
に
臨
み
て
は
沈
勇
め
り
き
。
夫
の
営
め
に

内
助
の
功
頗
る
多
か
り
し
ご
い
ふ
。
此
の
テ
ム
プ
ル
夫
人

の
こ
ご
は
、
マ
コ
ー
レ
ー
の
「
ナ
ー
・
ヰ
ル
ソ
ヤ
ム
。
ク

ム
プ
川
傳
評
論
」
（
も
こ
一
八
三
八
年
7
月
の
『
エ
デ
ィ
ン

バ
ラ
、
レ
ヴ
ュ
ー
』
に
掲
載
せ
ら
れ
沈
る
も
の
）
に
も
詳
叙

し
あ
り
て
、
人
口
に
喀
養
す
る
所
な
り
Q
（
聾
一
昌
ξ
σ
q
プ

ロ
9
、
げ
箋
く
○
ピ
ピ
×
＜
員
H
．
や
富
ω
9
。
・
の
ρ
．
）
・

第
二
巻
　
　
叢
　
鱒
肌
　
　
サ
τ
o
井
一
ル
穿
ヤ
ム
。
テ
ム
。
フ
ル

　
’
グ
ム
プ
ル
は
一
六
五
五
年
に
結
婚
し
て
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

に
鈍
り
、
爾
後
数
年
書
を
譲
み
、
特
に
吏
學
ご
笹
野
だ
を

研
鎖
し
、
ま
π
詩
を
作
り
、
園
藝
を
樂
し
み
し
が
、
や
が

て
ア
イ
川
ラ
ン
ド
の
國
會
議
員
こ
な
り
、
次
で
「
六
六
～
こ

年
に
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
移
り
シ
ー
ン
辺
お
。
嶺
　
に
居
却
‘

定
む
。
ω
訂
9
ご
は
「
う
つ
く
し
き
」
の
義
に
し
て
、
風
光

明
媚
を
以
て
知
ら
れ
π
る
リ
ッ
チ
モ
ン
ド
蒙
塾
ヨ
。
鼠
の

盤
名
な
り
Q
プ
ム
．
フ
期
に
は
一
人
の
妹
あ
り
、
叢
の
名

を
ζ
鍵
レ
餌
こ
い
ふ
。
是
よ
り
潜
き
一
六
六
二
年
四
月
ω
マ

日
ぎ
ヨ
器
9
§
二
に
嫁
せ
し
が
、
婚
嫁
後
僅
か
に
一
ク

月
に
し
て
夫
を
喪
へ
り
、
こ
、
に
於
て
雰
身
Ω
浮
注

即
ち
寓
母
穿
9
は
、
…
此
の
夏
シ
ー
ン
に
來
り
、
ヲ
ム
プ
ル

夫
妻
ご
居
を
同
じ
く
せ
り
。
其
の
頃
プ
ム
プ
ル
は
ま
だ
果

樹
の
栽
培
な
ご
し
て
園
藝
の
趣
味
を
養
へ
る
も
の
、
如

し
O
　
然
れ
ざ
も
彼
れ
は
長
く
閑
散
の
境
遇
に
満
足
せ
ざ
り

き
。
彼
れ
は
出
で
》
外
交
官
π
ら
ん
こ
の
希
望
を
抱
け

第
四
號

六
一
　
（
六
一
三
）



　
　
　
策
二
巻
　
叢
観
　
サ
…
み
㌃
ヤ
参
ア
ム
プ
ル
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
六
二
尖
一
四
）

－
り
。
一
六
六
五
年
六
月
に
プ
ム
ブ
ル
は
去
る
重
要
な
る
使
　
　
タ
ム
プ
川
は
人
絡
の
入
な
り
。
「
定
の
圭
義
圭
張
を
有

命
を
帯
び
て
雨
量
な
る
ミ
ユ
ソ
ス
郭
話
琴
ぎ
無
自
の
面
し
、
出
所
工
臨
を
筍
も
せ
す
、
志
行
は
る
れ
ば
出
で
、
働

正
の
許
へ
涙
遣
せ
ら
る
、
捻
れ
外
交
家
こ
し
て
ラ
ム
プ
〃
　
き
、
行
は
れ
ざ
れ
ば
退
い
て
隠
る
》
こ
い
ふ
如
き
人
物
な

の
経
歴
の
始
め
な
り
。
此
の
手
始
め
の
折
衝
は
、
つ
ま
り
　
り
き
。
當
時
人
情
輕
薄
，
政
界
腐
敗
の
際
に
猛
て
珍
ら
し

不
結
果
な
り
し
か
ご
、
プ
ム
ブ
川
の
人
物
・
手
腕
は
信
頼
せ
　
き
高
潔
清
廉
の
士
な
り
し
ε
稻
せ
ら
る
。
彼
れ
は
外
交
の

ら
れ
て
彼
れ
は
間
も
な
く
其
の
年
の
十
月
に
ブ
リ
ユ
ク
ぜ
　
み
な
ら
す
、
後
に
は
内
政
に
も
多
少
縛
り
し
こ
ご
あ
り
し

川
駐
在
の
使
節
に
任
命
せ
ら
れ
れ
り
。
敵
れ
彼
れ
が
特
に
　
が
、
内
政
は
其
の
得
意
の
趣
意
に
て
は
非
ざ
り
き
。
彼
れ

望
み
し
位
遣
な
り
き
。
一
六
六
七
年
に
プ
ム
プ
刑
は
ア
ム
　
初
め
↓
尋
δ
》
＝
一
舞
8
締
結
の
後
、
一
六
六
八
年
の
八

メ
タ
ル
ダ
ム
及
デ
ソ
。
ハ
ー
ハ
に
赴
き
、
ジ
ヨ
ソ
。
ド
。
　
月
よ
り
一
六
七
〇
年
に
至
る
迄
、
和
蘭
駐
翻
の
英
國
大
使

ウ
イ
ッ
ト
甘
｝
葺
α
①
≦
馨
ご
會
回
す
る
所
め
り
。
次
で
　
こ
し
て
デ
ン
。
ハ
ー
ハ
に
在
り
、
次
で
叉
一
六
七
四
年
よ

一
六
六
八
年
の
一
月
を
以
て
帥
速
に
所
謂
H
触
乾
。
≧
F
　
り
一
六
七
九
年
迄
大
使
こ
し
て
和
蘭
に
駐
在
し
、
和
蘭
ご

霧
。
を
締
結
す
を
、
ご
を
得
π
り
。
・
疋
れ
誠
實
を
以
浅
し
の
親
善
に
力
を
醸
し
、
ま
弛
和
蘭
の
國
情
を
槻
察
し
調
査

外
交
上
の
成
功
を
博
し
直
る
顯
著
な
る
一
例
な
り
こ
す
。
　
す
る
十
分
の
機
會
を
得
だ
り
○
其
の
著
　
．
、
○
寓
臼
く
慧
（
三
頓

其
の
以
後
ラ
ム
プ
ル
の
外
交
家
こ
し
て
の
闘
歴
は
今
短
き
　
毛
舅
鶏
。
⊆
旨
9
津
○
～
営
8
ω
9
夢
。
之
。
爵
興
｝
き
締
、
、
は

幽
晦
に
て
は
一
々
述
ぶ
る
こ
ご
能
は
す
、
ま
π
そ
れ
を
述
　
一
六
七
二
年
の
作
に
て
、
即
ち
閑
散
な
り
し
中
盤
の
蒔
期

ぶ
る
は
此
の
講
演
の
目
的
に
非
ざ
れ
ば
暫
く
省
賂
に
附
す
　
に
於
け
る
著
述
の
中
に
即
す
。
叉
彼
れ
が
　
≦
自
麟
旨
。
「

べ
し
○
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
○
甕
お
。
ご
］
≦
門
F
蔓
こ
の
結
婚
を
首
尾
能
く
成
就
せ
し
め
た



詩

る
は
第
二
回
目
の
和
蘭
駐
在
聞
の
こ
ご
な
り
〇
一
六
八
○

年
、
数
へ
年
に
て
五
十
三
歳
の
時
に
ず
ヲ
ω
母
お
蜜
の
プ

ア
ー
ナ
ム
司
窪
旨
聖
旨
附
近
に
地
を
購
ひ
、
和
蘭
風
の
庭
園

を
設
け
、
か
く
て
出
塁
装
う
π
る
別
業
を
竃
。
窪
寄
降
ご

饗
し
、
爾
後
弦
に
隠
栖
し
て
三
晃
に
耽
り
、
又
丈
筆
に
警

み
て
、
悠
々
餓
生
を
遮
れ
り
。
ω
二
、
§
が
此
の
ム
ァ
ー
・
．
ハ

ー
ク
荘
に
逸
り
て
斜
面
し
、
’
グ
ム
プ
川
の
文
事
を
助
け
π

る
は
一
六
八
九
年
よ
う
の
事
な
り
。
か
く
て
テ
ム
ブ
ル
は

晩
年
幾
多
の
著
述
を
爲
し
、
終
に
一
六
九
九
年
一
月
廿
七

口
午
前
一
時
を
以
て
殿
す
、
（
夫
人
は
限
れ
よ
り
先
き
一
六

九
五
年
一
月
に
逝
け
り
）
∩
以
上
を
プ
ム
ブ
ル
の
経
歴
の
大

略
こ
す
。

　
’
グ
ム
ブ
ル
の
全
集
は
前
後
幾
多
の
版
あ
り
。
予
の
山
本

は
一
入
一
四
年
ロ
ン
ド
ン
濫
行
の
四
冊
本
な
り
。
（
以
下
引

用
す
る
斯
皆
此
の
本
に
振
る
）
o
今
そ
れ
を
見
る
に
、
其
の

中
に
は
・
．
》
p
①
寝
藁
。
口
9
0
0
腕
岡
屯
一
巨
9
。
民
奏
け
ξ
。
O
h

σq

n
く
○
野
望
。
葺
、
．
あ
・
h
・
｝
．
○
σ
ω
2
く
9
鋤
○
蕊
G
℃
o
⇔
9
0
d
一
μ
隅
汀
q

第
二
畿
ぜ
　
　
叢
　
剛
説
　
　

サ
ー
。
井
ル
リ
ヤ
ム
。
ナ
ム
プ
ル

蜀
δ
＜
言
0
8
0
h
夢
①
乞
。
夢
2
一
器
山
ω
、
．
あ
り
、
．
．
り
。
洋
。
屋
、
．
あ

b
、
．
．
竃
。
導
。
富
．
、
あ
り
、
ま
把
＾
．
〉
閏
”
Φ
ω
紹
図
門
弓
。
譜
導
0
7

ハ
暮
磐
」
讐
。
（
富
葺
8
欝
簑
貯
σ
q
．
”
あ
り
、
此
等
は
何
れ
も
皆

そ
れ
ム
＼
有
名
な
る
も
の
な
れ
ざ
も
、
予
は
今
日
は
此
等

に
就
き
て
は
述
べ
ざ
る
べ
し
、
予
が
冷
繋
れ
よ
り
述
べ
ん

ご
欲
す
る
所
は
、
圭
こ
し
て
其
の
雑
署
甲
、
・
．
○
＝
§
o
…
。

≦
詳
亀
．
及
．
．
○
蒔
欝
己
。
忌
⑳
．
、
ご
題
す
る
も
の
＃
に

．
・
》
昌
。
ω
、
ρ
図
＝
℃
o
⇔
夢
0
2
δ
o
h
昏
。
σ
q
O
⊆
叶
σ
k
韓
。
×
斜
．
．

等
に
聾
し
て
な
り
こ
す
。

　
．
6
＝
嵩
δ
8
＜
葬
器
．
．
は
「
武
勇
論
」
ご
で
も
屯
す
べ
き

鰍
〇
六
節
よ
り
成
る
。
全
集
第
三
冊
三
＝
ニ
ー
四
〇
五
頁

に
之
を
載
す
。
胃
頭
先
づ
彼
れ
は
凡
べ
て
の
自
然
の
賦
與

ま
た
は
人
溜
の
改
善
の
中
に
就
き
て
．
．
隻
く
貯
。
．
．
ご
呼
ぶ

べ
く
、
嫌
に
す
ぐ
れ
沈
る
も
の
二
つ
あ
り
、
一
は
H
歯
q
o
ざ

≦
雪
①
に
し
て
他
は
轟
、
O
G
＃
k
、
．
な
り
ご
説
く
。
之
を
東

洋
の
思
想
に
墨
比
す
れ
ば
、
．
雨
c
o
零
×
．
、
は
、
、
鵠
。
ラ
鼠
。

～
八
二
伸
二
α
、
、
の
「
武
」
に
博
し
て
「
文
」
を
表
す
る
も
の
》
如
く

　
　
　
　
　
　
　
轄
耀
四
號
　
　
　
　
山
ハ
一
二
　
（
六
一
五
）



　
　
　
第
　
二
　
颪
管
　
　
　
叢
　
　
聯
眺
　
　
　
サ
ー
◎
井
ル
Ψ
ヤ
ム
㊨
テ
ム
プ
ル

に
も
思
は
る
Q
・
ρ
。
o
。
一
団
、
．
の
こ
ご
は
、
テ
ム
プ
ル
別
に

、
6
h
℃
o
o
3
㍉
、
に
於
て
之
を
論
じ
、
本
篇
に
於
て
は
專
ら

、
．
寓
。
δ
同
。
≦
鴨
三
豊
、
に
就
い
て
説
け
る
な
り
。
彼
れ
古
今
．

の
歴
史
を
該
博
に
引
讃
し
て
説
き
去
り
説
き
來
り
、
共
の

結
論
に
於
て
は
、
（
一
〉
征
服
は
概
し
て
北
よ
り
南
に
向
っ

て
進
め
り
、
ず
ラ
セ
ン
人
の
蕩
合
は
例
外
な
り
、
（
二
）
寡

は
概
し
て
衆
に
勝
て
り
こ
い
ぴ
、
何
故
に
盛
人
強
き
か
に

就
い
て
は
、
氣
候
及
土
地
の
開
係
よ
り
癖
人
の
器
格
偉
大
、

量
質
強
健
な
る
に
由
る
こ
し
、
．
ご
何
故
に
寡
は
能
一
罪

に
勝
ち
し
か
ご
い
ふ
こ
ご
に
就
い
て
は
、
敗
北
は
先
づ
陣

容
崩
れ
て
逃
走
始
ま
る
に
由
る
、
多
激
ご
錐
素
質
よ
か
ら

す
結
合
十
分
な
ら
ざ
る
軍
隊
は
却
て
素
質
優
秀
に
し
て

、
能
く
統
率
せ
ら
れ
結
合
十
分
な
る
少
数
の
軍
隊
の
爲
め

に
敗
ら
る
、
ご
爲
す
。
勝
利
を
得
、
征
服
を
仕
丁
ぐ
る
に

．
は
三
つ
の
も
の
を
要
す
、
第
一
兵
士
を
鐸
ぷ
こ
ど
，
第
二

軍
紀
を
嚴
に
す
る
こ
ご
、
第
三
忠
君
愛
國
、
名
轡
の
念
、

宗
毒
心
藍
那
に
よ
り
死
を
恐
れ
ざ
る
の
糟
…
融
を
養
ふ
こ
ご
駐
疋
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四
號
　
　
　
　
山
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四
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踏
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山
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れ
な
り
ご
○
タ
ム
プ
〆
が
、
寡
は
概
し
て
衆
に
勝
つ
．
こ
い

ひ
、
叉
軍
器
の
精
粗
、
財
力
の
多
少
等
に
説
き
及
ば
ざ
り

し
は
、
彼
れ
が
未
だ
ム
「
紀
の
如
き
大
規
模
の
作
戦
を
豫
想

せ
す
、
ま
た
最
近
實
現
せ
ら
れ
謬
る
如
き
軍
器
の
登
達
蓬

歩
、
及
現
代
の
職
璽
の
蕩
合
に
於
け
る
如
き
莫
大
な
る
職

費
を
豫
期
せ
ざ
り
し
が
故
な
ら
ん
Q
最
後
に
彼
れ
は
善
政

は
善
戦
に
優
る
こ
し
、
・
・
〉
・
乙
ぢ
慧
9
西
爵
・
・
惹
．
募
・

8
ヨ
。
旨
。
霞
回
影
く
G
σ
o
o
一
μ
○
珍
0
9
昌
o
q
げ
窪
O
o
。
。
獅
σ
図
畔
ゴ
。

葺
難
。
　
p
・
紳
。
三
。
く
。
二
割
け
ω
　
o
h
　
㈹
器
霧
　
8
5
ρ
二
①
ω
δ
　
ρ
一
二

く凶

№
n
密
3
津
ぎ
凶
げ
’
Ω
μ
一
）
×
臼
。
乱
8
貯
ム
ε
け
幽
。
＝
。
門

膚
寒
　
舞
伽
　
㈲
。
く
。
岳
B
2
同
」
　
主
翼
。
簿
。
議
響
く
。
一
暴
窪

8
き
程
＆
塁
鳥
巴
○
箒
n
一
器
σ
q
。
岳
・
、
．
ご
結
ぶ
○
以
上
は

「
武
勇
論
」
の
蹄
結
の
要
領
な
り
Q

　
全
速
こ
し
て
「
武
勇
論
」
は
頗
る
興
味
あ
り
、
ま
沈
多
く

思
考
の
材
料
を
輿
ふ
べ
き
五
畜
な
る
が
セ
其
の
中
特
に
予

が
戚
興
を
惹
き
π
る
は
、
其
の
第
二
節
し
q
。
。
賦
2
醤
に

見
ぬ
把
る
支
那
論
な
り
こ
す
・
ラ
ム
プ
川
は
事
理
を
深
ー



’

考
ふ
る
ご
共
に
ま
陀
廣
く
世
界
の
隔
遽
な
る
地
方
の
事
迄

も
注
意
し
て
研
究
し
槌
る
入
な
り
。
彼
．
れ
は
本
論
第
一
飾

の
減
り
に
於
て
古
思
立
華
人
の
熟
知
せ
る
地
域
以
外
に
爾

ほ
廣
大
な
る
地
域
存
し
、
そ
れ
等
の
隔
遽
な
る
地
域
に
於

て
ま
π
善
美
な
る
制
度
風
俗
及
大
征
服
の
事
蹟
等
あ
る
こ

ご
を
云
ひ
、
其
の
例
ご
し
て
極
東
に
支
那
あ
り
、
蓮
西
に

ペ
リ
ユ
ー
℃
q
⊆
あ
り
、
北
に
サ
イ
シ
ア
…
久
は
タ
ー
タ
リ

ー
ω
o
）
詳
寓
p
o
戦
円
9
二
鍵
団
あ
り
、
南
に
ア
ラ
ゼ
ヤ
》
養
、

び
衝
あ
り
ご
説
き
、
而
し
て
第
二
節
の
初
め
に
湿
て
支
那

の
こ
ご
、
孔
子
及
孔
子
敷
の
こ
ご
を
頗
る
委
し
く
叙
説
し

’
仁
り
。
西
暦
第
十
七
世
紀
の
英
國
外
交
家
が
如
何
に
支
那

を
観
じ
、
孔
子
及
孔
子
激
に
就
き
説
を
平
し
π
る
乎
Q
其

の
説
の
精
粗
當
否
は
暫
く
措
き
、
彼
れ
の
駈
論
は
長
く
東

洋
の
昔
者
に
多
大
の
興
味
あ
る
も
の
泥
る
べ
き
や
疑
を
容

れ
す
。

　
思
ふ
に
ク
ム
ブ
ル
は
マ
ル
コ
、
ボ
ー
ロ
の
昼
行
記
及
明

言
穿
初
に
支
那
に
潤
う
し
耶
蘇
會
士
、
其
の
他
の
西
洋
人

第
　
一
一
巻
　
　
　
泄
韻
　
説
　
　
　
サ
ー
⑫
井
ル
リ
ヤ
ム
④
一
ア
ム
プ
ル

の
薪
諜
を
護
み
之
に
由
っ
て
支
那
の
事
情
、
其
の
古
來
よ

り
の
歴
愛
及
び
孔
子
の
敷
を
知
り
し
な
ら
む
。
三
）
彼
れ
が

「
武
勇
論
」
を
書
き
し
精
密
な
る
年
月
は
予
未
だ
之
を
詳
に

せ
す
、
馨
れ
ご
も
「
武
勇
論
」
は
一
六
九
二
年
開
板
の
『
…
雑

著
』
、
．
塁
。
。
o
巴
磐
。
暁
堵
第
二
韓
中
に
牧
載
せ
ら
れ
元
る
も

の
に
し
て
、
而
し
て
一
六
九
二
年
は
正
に
清
の
康
煕
三
十

一
年
（
我
が
元
緑
五
年
）
に
當
れ
り
。
今
其
の
支
那
に
關
し
・

て
記
す
る
研
の
二
三
を
畢
ぐ
れ
ば
、
曰
く
支
那
に
は
、
百

四
十
五
の
大
都
會
（
＄
嘗
胆
。
三
＄
）
千
｝
｝
一
百
二
十
一
の

小
都
會
（
一
¢
ω
Q
り
O
鴨
　
O
圃
酔
一
〇
Q
D
）
あ
り
、
人
民
多
く
、
農
業
開
け
、

産
物
叛
し
く
、
蓮
河
、
河
川
等
の
便
申
分
な
く
、
三
内
貿

易
の
盛
大
な
る
事
、
此
の
國
の
如
き
は
、
他
に
比
類
な
し
、

嬉
野
に
於
て
は
國
民
は
通
例
貴
族
ご
李
民
ご
に
匿
別
せ
ら

る
れ
こ
も
、
支
那
に
曾
て
は
學
者
　
目
①
曽
三
〇
鳥
ε
無
學
者

遷
ぽ
ゑ
。
　
ご
に
分
π
る
。
前
者
は
治
者
把
る
細
入
又
は

他
H
官
人
こ
な
る
べ
き
も
の
を
含
み
，
後
者
は
被
治
者

把
る
一
般
の
人
民
な
り
ご
○
彼
れ
は
そ
れ
よ
り
支
那
の

第
四
號

ゐハ

ﾜ
　
　
（
六
一
七
）
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第
二
巻
　
叢
説
　
サ
1
轟
ル
》
ヤ
台
テ
ム
プ
ル

學
問
の
こ
ご
を
叙
し
、
孔
子
の
書
は
、
，
圭
こ
し
て
倫
理

の
敷
に
し
て
、
道
義
を
説
き
、
修
身
山
家
よ
り
し
て
殊

に
治
國
李
天
下
を
致
す
所
以
を
講
ず
る
こ
ご
を
述
べ
、

（
．
、
担
。
ω
戸
葺
・
コ
蔚
≦
簿
…
諮
。
。
。
・
。
§
δ
σ
。
簿
σ
ρ
貯
。
山

野
σ
q
。
在
8
0
h
・
登
β
戸
冨
江
ρ
9
豊
里
9
．
巴
爵
．
嘗
。
ρ
。
7

§
9
鷲
。
。
。
邑
い
8
8
き
巨
。
巴
℃
。
剛
邑
。
二
）
。
餌
叶
．
2
温
a

埼
嘗
臼
a
h
O
触
二
6
言
ω
臨
門
’
罠
8
弩
匹
0
9
益
二
9
0
h
ヨ
2
げ

芝
。
伊
笹
湯
、
曹
遂
厨
、
乱
民
9
9
・
m
。
く
臼
，
㎞
§
①
篤
ρ
げ
葺

。
ゴ
固
・
h
ぞ
O
h
9
。
冨
ω
¢
．
．
）
ま
把
孔
子
の
説
く
所
要
す
る
に
人

の
世
に
庭
す
る
溢
、
貯
留
を
治
む
る
の
遣
を
敷
ふ
る
に
外

な
ら
す
ご
し
、
　
（
、
．
ぎ
ω
｝
δ
3
夢
。
♂
§
9
0
。
・
8
℃
0
9
m
忌

6
。
魯
9
二
三
言
冨
窪
μ
誘
．
§
邑
・
ξ
霧
§
島
日
量

ヨ
・
p
8
穿
①
づ
．
。
戸
弩
葺
。
σ
q
。
く
。
簑
閲
～
く
・
停
ぎ
≦
窟
．
窪
墜

基
喬
箪
節
a
日
雪
。
。
剛
ω
叶
騨
・
器
ω
島
。
三
山
三
す
舞
島
ぎ
≦

。
羅
瓢
・
δ
p
…
養
齢
・
～
a
竺
薯
。
苗
。
・
ぎ
巳
島
g
。
）
・
・
、
、
）
而

し
て
左
の
如
き
論
評
を
下
せ
り
○

　　

ｵ
寓
珪
孕
鼠
島
二
｝
費
・
§
蜜
℃
葺
§
貯
，
一
、
昏
臣
昆
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冨
錠
，
門
艮
州
9
炉
す
．
9
ぎ
．
唇
．
ω
○
コ
9
ご
8
§
δ
鼠
。
巴
憶
○
弓

　
娼
○
豪
。
〔
瓢
ノ
く
衷
（
三
日
鴛
ム
昏
、
言
ρ
頃
ω
舞
8
≡
．
騎
9

　
ξ
罫
炉
鼠
笹
℃
．
。
簿
9
ヨ
顎
鴇
。
「
巨
。
田
島
論
ρ

　
切
望
H
窪
8
0
給
餌
ρ
お
p
o
｝
．
戸
O
h
鼠
叶
も
＆
藁
三
一
，
≒
巳

量
財
、
筈
σ
q
§
。
。
『
毫
ρ
蜜
・
自
音
・
…
｛
u
・
ご
季

　
け
巳
霧
僧
乙
窪
㊤
∋
℃
騨
｝
鶉
・
二
轟
団
σ
。
。
錺
．
ぞ
8
8
。
【
く
。
二

　
ξ
餌
・
寒
冒
韓
2
；
H
δ
≦
略
9
．
筈
巴
碧
蚤
基
。
。
〔
；
＾
｛

　
　
。
・
ぎ
一
，
け
コ
塞
・
ニ
ミ
蕪
乱
・
誹
。
g
。
＝
一
戸
昌
σ
・
臨
書
彗
＾
一

・
蓮
歩
・
・
。
h
・
三
仲
置
三
三
酔
ξ
・
壽
・
・
固
・
薦
h
δ
8
…
～

．
ω
。
華
墨
・
鑓
黛
混
毛
。
碧
．
ω
δ
ぎ
く
。
冨
§
。
；
く
2
・
）
・

　
。
呑
，
〔
δ
罠
毒
．
×
σ
q
豊
二
。
・
”
・
帖
ヨ
副
，
篤
三
霞
。
・
実
写
m
套
羊

書
δ
「
＜
同
・
雰
》
・
×
量
g
；
・
け
三
、
ρ
・
；
・
ま
三
ま
；
瓶

　
蓼
8
鼻
翼
、
）
・
ち
只
二
。
＜
自
・
隔
．
琶
ρ
巳
自
」
㌦
、
（
≦
9
、
5

　
＜
○
｝
．
臼
．
ワ
ω
U
轟
．
）
。

右
の
如
く
孔
子
を
讃
歎
し
た
る
後
、
．
更
に
．
支
那
の
政
治
を

聡
揚
し
、
如
何
に
も
完
全
無
敏
な
る
が
如
く
説
け
り
。
彼

れ
曰
く
、



．
．
穿
く
・
触
。
。
・
、
臼
。
ω
・
。
ε
・
・
毒
。
韓
。
・
こ
げ
…
邑
舞
を
始
め
こ
し
て
幾
多
の
學
者
思
想
家
が
旛
裡
に
描
き
出
だ

　
o
＆
。
同
ω
。
h
臨
9
♂
鱒
碧
叶
。
コ
〈
三
〇
げ
ω
o
の
已
。
o
昌
一
憎
ぞ
○
島
ξ
　
　
せ
る
想
像
的
の
理
想
國
よ
り
も
、
更
に
一
層
勝
れ
て
理
想

　
自
・
誌
鴛
財
o
h
ω
窪
ω
0
9
【
己
～
〈
一
。
。
飢
9
回
ご
σ
。
〉
、
9
乙
ノ
芸
㌶
づ
、
o
　
的
な
る
駅
態
が
支
那
に
嘗
て
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